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1. はじめに
近年益々普及しているスマートフォンにおいて，最多

の利用行動はWeb上でのニュース閲覧である [1]．ニュー
ス閲覧時，記事中に 1つ以上の興味を引く単語が出現し，
ユーザは当該単語を再検索することがよくある．そのさ
いのタッチ操作によりストレスが生じる問題がある [2]．
こうしたストレスが解消できるシステムが必要である．

2. スマートフォンによる閲覧時の課題
2.1 スマートフォンによるニュース閲覧
例えば，ユーザが“山中教授がノーベル賞を受賞”な

るニュース記事 [3]を閲覧しているとする．上から記事
を読み，“カロリンスカ研究所”なる単語を発見し，こ
の単語への興味が生じたとする．本稿ではこのような単
語を興味対象語と呼ぶ．残りの記事には当該語に関する
情報はなく，再検索を試みるが，小さい画面上での再検
索操作は煩わしさを感じさせる．
快適なWeb閲覧のためには，かかる状況下において

再検索対象の単語を自動的に推定し，即座に情報取得を
可能なインタフェースによってユーザに自動推薦せねば
ならない．ここで再検索対象の単語を検索対象語と呼ぶ．

2.2 既存手法の問題点
検索対象語の自動推薦において，閲覧履歴やソーシャ

ルブックマークを用いるような既存手法 [4][5]の適用は
難しい．ニュース記事閲覧において，記事内容に関わら
ず，数日間の記事を一気に見たり無作為に閲覧したりす
るといった行動がありうるからである．この場合，閲覧
済み記事群の内容は一貫せず，閲覧記事群からユーザの
傾向・嗜好を抽出するのは難しい．また記事閲覧時に動
的に生じる興味対象語を扱うには，記事ページ内での閲
覧状況をリアルタイムに反映する情報が必要である．

3. 閲覧ジェスチャに基づく検索対象語の推薦
3.1 推薦システム概要
ユーザが負担なくリアルタイムに閲覧状況を取得する

ため，スマートフォン上での閲覧時ジェスチャを利用す
る．ジェスチャとは画面上でのスワイプやピンチなどの
指の動きである [6]．あるWebページ内のジェスチャの
履歴は，ページ内の画面上への表示範囲の時系列で表せ
る．これをジェスチャパタンと呼ぶ．
本論文では，1ニュース記事閲覧時の検索対象語群を

ジェスチャパタンにより自動抽出し，検索対象語に対す
る情報取得を容易化する形で推薦するシステムを提案す
る．図 1にシステム概要を示す．まず，ニュース記事閲覧
中のジェスチャパタンから，システムが興味対象語発生
を検出し，検索対象語の候補と推定する．その後のジェ
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図 1: システム概要図

スチャパタンから，当該興味対象語に関する情報を閲覧
していると検出したとき，当該語を検索対象語の候補か
ら除外する．ユーザがWebページを一通り閲覧した後，
残った検索対象語の候補群をユーザに推薦する．検索対
象語の各候補に関する情報を即座に取得できる形で推薦
結果を提示することにより，ユーザは手間無しで興味の
ある単語の詳細ページにたどり着ける．

3.2 ユーザの閲覧状態
本研究では閲覧中のユーザの状態を 3種類に分類する．

• 興味対象発生・・・興味対象語が発生した瞬間の状態
• 興味対象閲覧・・・興味対象語が発生したページと同

一のページの中に、当該語に関する内容が存在して
いて，それを閲覧している状態

• 通常閲覧・・・・上記の二つ以外の状態

各興味対象発生状態をジェスチャパタンから検出でき
れば，当状態の発生時点前後での表示内容から，検索対
象語の各候補群を推定できる．また，各興味対象閲覧状
態を検出できれば，当状態の時点前後の表示内容から，
検索対象語の除外すべき候補群を推定できる．

3.3 ジェスチャテンプレートによる閲覧状態検出
記事閲覧中のユーザの振る舞いは一定ではない．ユー

ザに興味対象発生などの感情変化が発生すると，ジェス
チャが変化すると考えられる．
興味対象発生状態直後，興味対象閲覧状態直前，興味

対象閲覧中において，それぞれ固有のジェスチャパタン
が存在すると考えられる．ニュース記事閲覧時は特殊な
ジェスチャは使用しないので，状態固有のジェスチャパタ
ンはどのユーザも共通であると考えられる．ここでは固
有のジェスチャパタンをジェスチャテンプレートと呼ぶ．
例えば，興味対象発生状態直後のジェスチャテンプレー

トとして，図 2が考えられる．ここで，Webページには
左上を原点として，下向きおよび右向きに座標軸を設定
できる．Webページの画面上への表示範囲の経時変化は，
この座標の時系列で表せる．図 2では，上の黒線は画面
最上部の座標の推移，下の黒線は画面最下部の座標の推
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図 2: 興味対象発生状態直後のジェスチャテンプレート

移である．黒点は興味対象語の発生時刻および当該語の
座標を示す．発生直後の時系列には固有のジェスチャテ
ンプレートが表れる．図 2のジェスチャテンプレートは，
ページをゆっくり閲覧するユーザにおいて，興味対象語
発生後にそれを見るために閲覧速度が落ちることを示す．
ジェスチャテンプレートは，ユーザごとに決まる固有

のパラメータ値を持つと考えられる．パラメータ値とし
て“ジェスチャテンプレートの特定部位の傾き”，“ ジェ
スチャテンプレートの継続時間”が挙げられる．ジェス
チャテンプレートと類似した形の時系列が興味対象発生
状態の直後以外にも観測されることが考えられるが，興
味対象発生の直後とそれ以外では，ジェスチャテンプレー
トのパラメータ値が異なると考えられる．例えば図 2の
ジェスチャテンプレートに対応するユーザの場合，興味
対象発生状態の直後は興味対象語とその付近の内容を閲
覧するので，“速度減”の時間は興味対象発生直後以外よ
り長くなる．“速度減”の傾きは，同じ理由から興味対象
発生の直後の方が，それ以外のときより緩やかになる．
よってユーザ固有のパラメータ値に対応するジェスチャ

テンプレートを使って興味対象発生を検出できる．興味
対象発生特定後，興味対象発生からジェスチャテンプレー
トが観測されるまでの時間を特定できれば，興味対象語
を抽出できる．興味対象発生かつジェスチャテンプレー
ト観測までの時間が一定値 θであれば，ジェスチャパタ
ン観測時点から時間 θだけ遡った時点付近で表示されて
いた決められた範囲内の単語として，興味対象語を抽出
できる．
興味対象語群抽出後，興味閲覧状態のジェスチャテン

プレートが特定できていれば，興味閲覧状態のときの標
示テキストを抽出する．そして抽出したテキストに興味
対象語群の中の単語が存在し，さらにその内容にユーザ
が満足していることが分かった場合，その内容で取り上
げられている興味対象語を候補から除外できる．

3.4 対象スタックによる推薦方式の決定
本節では 2つ以上の検索対象語を推薦するときのユー

ザへの提示方式について議論する．興味対象発生後，対
象閲覧の過程に入ることなく，続けて興味対象発生が起

図 3: 対象スタック

こる場合がある．かかる状況では，2つ目以降に生じた
興味対象語は，最初の興味対象語についての情報を探索
する過程で生じたものであり，最初の興味対象語につい
ての情報を理解するために追加的に情報が必要となった
単語であると考えられる．これらの興味対象語を検索対
象語として推薦するとき，最初の興味対象語についての
情報を主に提供し，2つ目以降のものは追加的な情報と
して提供されるべきである．本手法では検索対象語群を
上記のように区別するため，対象スタックによって検索
対象語群を管理する．図 4にこれを示す．
例えば“山中教授がノーベル賞を受賞”という記事で

の，“ iPS細胞”という興味対象語の発生を考える．当
該用語が存在する内容を閲覧し，周辺の“ジョン・ガー
ドン博士”，“再生医療”という単語にも興味を持ったと
する．後の 2つは，“ iPS細胞”の関連語である．3.3節
の方法によりこれらが順に検索対象語の候補として推定
された場合，発生した順（”iPS細胞”,”ジョン・ガー
ドン博士”，”再生医療”）に対象スタックにこれらの
語に対する興味対象発生のジェスチャパタンを Pushす
る．また，この後に興味対象閲覧状態が生じた場合，閲
覧している興味対象語は“再生医療”であると考えられ
る．このとき“再生医療”はスタックから削除する．
したがって，ジェスチャパタン観測中に興味対象発生

状態が検知された場合，その時点で閲覧していた内容に
基づいて，検索対象語の候補群を対象スタックにPushす
る．また，興味対象閲覧状態が検知された場合，その時
点で閲覧していた内容などに基づいて，検索対象語の候
補群を対象スタックから削除する．これは検索対象語候
補からの単語の除外である．検索対象語群を推薦すると
き，スタックに最初に Pushされた検索対象語の候補群
の概説を提示すると同時に，2番目以降の語は関連Web
ページを推薦することで，適切な推薦が行える．

4. おわりに
本論文では，1ニュース記事閲覧時の検索対象語群を

ジェスチャパタンにより自動抽出し，検索対象語に対す
る情報取得を容易化するシステムを提案した．今後，本
システムの有効性を検証する．
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